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２０２４（令和６）年度 第７回アジア地域研究科委員会議事録要旨 

 

 

日  時：２０２４（令和６）年１１月１２日（火）１６時４６分～１７時５８分 

場  所：管理棟３階第１会議室 

定  数：１８名 ※議事の定足数に算入しない者(１名) 

出席者数：１７名 

欠席者数：１名 

議  長：須田敏彦(研究科委員長) 

 

 

議案： 

１．修士学位論文計画書の提出について 

 議長より、資料１０１に基づき修士学位論文計画書の提出について説明がなされ、委員会はこれを承認し

た。 

 

２．修士学位論文の提出について 

 議長より、資料１０２に基づき修士学位論文の提出について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

３．「研究報告書」・「研究経過報告書」の提出について 

 議長より、資料１０３に基づき「研究報告書」・「研究経過報告書」の提出について説明がなされ、委員会は

これを承認した。 

 

４．2025年度アジア地域研究科予算（案）について 

 議長より、資料１０４に基づき 2025年度アジア地域研究科予算（案）について説明がなされ、委員会はこ

れを承認した。 

 

５．2025年度大学院留学・フィールドワークの応募結果について 

 議長より資料１０５に基づき 2025年度大学院留学・フィールドワークの応募結果について説明がなされ、

委員会はこれを承認した。 

 

６．2025年度大学院学年暦(案)について 

 議長より、資料１０５に基づき 2025年度大学院学年暦(案)について説明がなされ、委員会はこれを承認

した。 

 

７．大学院留学生の論文日本語添削補助について 

 議長より、資料１０７に基づき大学院留学生の論文日本語添削補助について説明がなされ、委員会にて議

論がなされた。 
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８．認証評価における「大学院の学習成果の可視化」に関する改善課題への対応について 

 議長より、資料１０８に基づき認証評価における「大学院の学習成果の可視化」に関する改善課題への対

応について説明がなされ、委員会にて議論がなされた。 

 

９．大学院指導体制の刷新について(案) 

 議長の指名により、専攻主任から資料１０９に基づき大学院指導体制の刷新について(案)の説明がなされ、

委員会はこれを承認した。 

 

10．2024年度中間報告・2025年度事業計画について  

 議長より、資料１１０に基づき 2024年度中間報告・2025年度事業計画について説明がなされ、委員会

はこれを承認した。 

 

11．院生研究報告会の実施時期の変更について 

 議長の指名により、委員から資料１１１に基づき院生研究報告会の実施時期の変更について説明がなされ、

委員会で議論がなされた。 

 

 

報告事項： 

１．2025年度秋季入学試験結果について 

 議長の指名により、専攻主任から資料３０１に基づき 2025年度秋季入学試験結果について報告がなさ

れた。 

 

２．大学院進学相談会（12/7（土））の実施について 

 議長より、資料３０２に基づき大学院進学相談会（12/7（土））の実施について報告がなされた。 

 

３．2024（令和 6）年度学校法人大東文化学園・大東文化大学点検評価報告書について 

 議長より、2024（令和 6）年度学校法人大東文化学園・大東文化大学点検評価報告書についての報告

がなされた。 

 

４．2024（令和 6）年度学校法人大東文化学園・大東文化大学外部評価報告書について 

 議長より、資料３０４に基づき 2024（令和 6）年度学校法人大東文化学園・大東文化大学外部評価報告

書について報告がなされた。 

 

５．2024（令和 6）年度大東文化大学学位記授与式実施計画について 

 議長より、資料３０５に基づき 2024（令和 6）年度大東文化大学学位記授与式実施計画について報告

がなされた。 

 

６．大学院募集力強化への取り組みの進捗状況について 

 議長より、資料３０６に基づき大学院募集力強化への取り組みの進捗状況について報告がなされた。 
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７．拡大演習の実施について 

 議長より、拡大演習の実施について報告がなされた。 

 

８．論文指導におけるAI活用について 

 議長より、論文指導における AI活用について報告がなされた。 

 

９．その他 

 委員より大学院留学・フィールドワークの申請に関して、次年度改善点の報告がなされた。 

 

 

以上 

 

 


